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徳島県放課後児童対策協議会設置要綱

（目的及び設置）
第１条 県内における放課後児童クラブ及び放課後子供教室の総合的な在り方の検討を行
うとともにその連携・推進を図るため、徳島県放課後児童対策協議会（以下「対策協議
会」という。）を設置する。

（役割）
第２条 対策協議会は、次に掲げる事項を協議する。
（１）教育委員会と福祉部局の具体的な連携方策
（２）県内における放課後児童クラブ及び放課後子供教室の実施方針
（３）安全管理方針
（４）人材確保及び質の向上のための従事者・参画者の研修の企画・充実
（５）広報活動方策
（６）事業実施後の検証・評価

（組織）
第３条 対策協議会は、委員１５名以内で組織する。
２ 委員は、次に掲げる者のうちから徳島県こども未来部長が委嘱する。
（１）行政関係者（教育委員会及び福祉部局）
（２）学校関係者
（３）ＰＴＡ関係者
（４）社会教育関係者
（５）児童福祉関係者
（６）学識経験者
（７）放課後児童クラブ関係者
（８）放課後子供教室関係者
（９）学校支援地域本部関係者
（10）学校運営協議会関係者

（任期）
第４条 第３条第２項第３号から第１０号までに掲げる者のうちから任命される委員の任
期は、委嘱された日から３年間とする。ただし、再任を妨げない。

２ 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会長及び副会長）
第５条 対策協議会に会長及び副会長を置く。
２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。
３ 会長は会議を主宰し、対策協議会を代表する。
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

（会議）
第６条 対策協議会は、会長が招集し、その議長となる。
２ 対策協議会は、その任務を行うため、必要と認めるときは関係者から資料の提出若し
くは説明又は意見を聴くことができる。

（事務局）
第７条 対策協議会は事務局を設置し、事務局は徳島県こども未来部こども家庭支援課及
び徳島県教育委員会生涯学習課に置く。

２ 事務局には、事務局長及び事務を補佐する者を若干名置き、事務を処理する。
３ 事務局長には、こども家庭支援課長をもって充てる。

（部会）
第８条 対策協議会の目的を達成するため、必要に応じて部会を設置することができる。
２ 部会の運営については、別に定める。

（委任）
第９条 この要綱に定めるもののほか、対策協議会の運営に関し必要な事項は、会長が対
策協議会に諮って定める。

附 則
この要綱は、令和７年４月１日から施行する。
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（令和７年４月１日時点、五十音順、敬称略）

氏名 所属等

阿部　知彦 徳島県PTA連合会監事

猪子 研司 つるぎ町立貞光小学校校長

岩佐　洋志 阿南市教育委員会教育部生涯学習課

岡山　千賀子 徳島文理大学人間生活学部児童学科教授

小川　千代美 渭東第一学童保育所放課後児童支援員

岸本　あけみ 脇町・岩倉小学校区放課後子ども教室コーディネーター

佐藤　奈美 小松島市保健福祉部こども保育課

鈴木　尚子 徳島大学人と地域共創センター准教授

田中　旬 藍住町福祉課

豊田　大之介 板野町教育委員会公民館長兼社会教育指導員

西中　康 徳島県学童保育連絡協議会会長

増田　恭子 撫養クラブ子ども教室コーディネーター

三金　直子 北島中央児童館館長

村松 由丈 神山町神領小学校校長

徳島県放課後児童対策協議会　委員名簿
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放課後児童健全育成事業

【事業の内容・目的】
保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業の終了

後等に小学校の余裕教室、児童館等を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健
全な育成を図る（児童福祉法第６条の３第２項）。

【実施主体】市町村

【対象児童】留守家庭の小学生

【利用者負担】あり
《運営費の負担の考え方》

国 １／６
保護者１／２ 県 １／６

市町村 １／６

【開所日数】原則年間２５０日以上

【開所時間】授業日：原則３時間以上
休業日：原則８時間以上

【職員】放課後児童支援員、補助員

【実施数】１９市町村１９６クラブ（令和７年４月１日現在）

【実施場所】学校の余裕教室 ３１か所（１５．８％）
学校敷地内専用施設 ４７か所（２３．９％）
公有地専用施設 ４８か所（２４．４％）
公的施設 ２３か所（１１．７％）
児童館・児童センター １７か所（ ８．６％）など

【運営主体】公立公営 ６か所
公立民営 １８５か所
民立民営 ５か所
（内訳）

運営委員会 １２８か所
社会福祉法人 ２７か所
株式会社 ２１か所
市町村 ６か所
NPO法人 ６か所
保護者会 ５か所
学校法人 ２か所
その他 １か所

【認定資格研修実績】

年度 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6

放課後児童支援員 202 350 485 616 723 829 915 995 1126 1208
認定数（累計）
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

168 174 186 188 189 189 192 193 196

7,360 7,834 8,167 8,162 8,079 8,174 8,132 8,333 調査中

84 81 38 125 43 80 83 64 調査中

※令和2年度は7月1日時点

放課後児童クラブ数、登録児童数及び利用できなかった児童数の推移

ク　ラ　ブ　数

登録児童数(人)

利用できなかった
児童数(待機児童数)(人)

令和７年度４月１日時点

168 174
186 188 189 189 192 193 196

-25

25

75

125

175

225

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

放課後児童クラブ数の推移
(ｸﾗﾌﾞ数)

155 132 0 0

2,309 2,372 2,400 2,364 2,407 2,449 2,421 2,366

1,991 2,182 2,196 2,152 2,141 2,184 2,189 2,284

1,559
1,652 1,843 1,797 1,675 1,716 1,768 1,863

1,346

1,496
1,728 1,849 1,856 1,825 1,754

1,820

84 81

38

125

43

80
83

64
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

待
機
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人
）

登
録
児
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数(

人)

登録児童数及び利用できなかった児童数（待機児童数）の推移

その他 小学1年生 小学2年生 小学3年生 小学4～6年生

8,079

登録児童数の学年別内訳
● 待機児童数

7,360 7,834 8,167 8,162 8,174 8,132 8,333
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放課後子供教室推進事業

県内の小学校区において、放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用して、子供たちの安全・安
心な活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、子供たちとともに勉強やスポーツ・文化
活動、地域住民との交流活動等の取組を実施することにより、子供たちが地域社会の中で、心豊かで
健やかに育まれる環境づくりを推進する。

○【対 象】希望する全ての子供
○【主な必要経費】□謝 金（地域コーディネーター・協働活動リーダー・学習支援員 等）

□保険料（地域コーディネーター・協働活動リーダー・学習支援員 等）
□消耗品
□備 品（開設初年度）１か所あたり補助対象経費２１万円を上限

連携型実施：２１万円→上限４５万円
校内交流型実施：４２万円→上限５０万円

（既存の教室）新たに連携型実施：対象外→上限２１万円
新たに校内交流型実施：２１万円→上限２５万円

○【補 助 率】補助対象経費について、国・県・市町村 １／３ずつ
○【利用者の負担】基本的になし（保険料・材料費は自己負担）
○【開 設 日】年間２００日以下

１日あたり４時間以内、休業日で特に必要な場合は８時間以内
週に１日の開設、第２第４土曜日開設なども可

放課後子供教室

市 町 村【運営委員会】
地域コーディネーター

☆活動内容や運営方法等 学校や関係機関との連絡調整、
を検討 人材確保、人員配置、活動プ
＜委員構成＞ ログラムの作成、参加呼びか
行政関係者・学校関係者 けなど
・ＰＴＡ関係者・社会教
育関係者・学識経験者等 実 施 依 頼

協働活動リーダー 学習支援員
子供たちの活動を 特別な知識や経験等
サポート を活用し学習を支援

希望する
児童も参加！

活動内容

体験活動 学習活動 交流活動
【校内交流型】
同一小学校内等で両方を実施しているもの
☆ 安心・安全な活動場所の活用
☆ 希望する全ての児童に多様なプログラムの実施

小学校区（複数校区も可）

各教室では

放課後児童クラブ
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1 55 20 76

8 11 1 20

3 13 3 19

25 4 29

2 18 3 23

10 10

10 8 18

2 14 16

2 2

1 1 2

1 1 2

1 8 9

2 2 4

4 4

1 1

1 1

3 3

4 4

1 1 5 7

13 8 21

3 3 6

4 4

2 2 4

2 4 6

0

47 196 48 291

徳島県

合計

北島町

藍住町

板野町

上板町

つるぎ町

東みよし町

松茂町

美馬市

三好市

勝浦町

上勝町

佐那河内村

石井町

神山町

那賀町

牟岐町

美波町

海陽町

阿波市

放課後児童対策の市町村別実施状況（令和７年４月１日時点）

市町村名 放課後子供教室 放課後児童クラブ 児童館 合計

徳島市

鳴門市

小松島市

阿南市

吉野川市
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放
課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
2
0
2
5
新
規
・
拡
充
事
項
の
ポ
イ
ン
ト

①
待
機
児
童
発
生
状
況
の
偏
り

・
長
期
休
業
前
に
多
く
の
待
機
児
童
が
発
生
（
時
期
）

・
特
に
必
要
性
が
高
い
小
１
の
待
機
児
童
の
発
生
（
学
年
）

・
一
部
の
自
治
体
に
お
い
て
特
に
発
生
（
地
域
）

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
受
け
皿
整
備
等
に
関
し
、
引
き
続
き
「
場

の
確
保
」
「
人
材
の
確
保
」
「
適
切
な
利
用
調
整
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
」
に
取
り
組
み
つ
つ
、
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
３
つ
の
課
題
に

対
応
し
た
６
つ
の
対
応
策
を
追
加
し
て
整
理
。

②
補
助
事
業
の
未
活
用
等

・
様
々
な
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
一
層
の
周
知
が
必
要
。

・
安
全
対
策
の
た
め
の
定
員
管
理
の
必
要
。

③
関
係
部
局
間
・
関
係
者
間
の
連
携

・
福
祉
部
局
・
教
育
委
員
会
間
で
の
連
携
が
不
十
分
で
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
学
校
関
係
者
の
一
層
の
連
携
協
力
が
必
要
。

３
つ
の
課
題

６
つ
の
対
応
策

１
．
夏
季
休
業
期
間
中
等
の
開
所
支
援
。

２
．
特
に
就
学
に
あ
た
っ
て
の
不
安
が
大
き
い
小
学
校
新

１
年
生
の
待
機
の
解
消
。

３
．
待
機
児
童
数
の
多
い
自
治
体
に
向
け
、
民
間
の
新

規
参
入
支
援
、
人
材
確
保
策
の
実
施
、
待
機
児
童

に
対
す
る
預
か
り
支
援
を
行
う
等
の
モ
デ
ル
事
業
等
を

展
開
。

６
．
運
営
委
員
会
や
総
合
教
育
会
議
の
活
用
促
進
、

学
校
施
設
活
用
に
際
し
教
師
の
負
担
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
管
理
運
営
等
の
好
事
例
の
共
有
。

４
．
待
機
児
童
数
の
多
い
自
治
体
に
つ
い
て
、
補
助
事

業
の
丁
寧
な
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
の
活

用
状
況
を
含
め
た
取
組
状
況
や
待
機
児
童
の
状
況

の
詳
細
を
公
表
。

５
．
緊
急
的
に
受
け
入
れ
増
に
至
っ
た
場
合
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
更
な
る
方
策
の
検
討
等
。

◆
待
機
児
童
数
の
変
化

5
月
1
.8
万
人

→
1
0
月
0
.9
万
人

◆
小
１
の
待
機
児
童
数

2
,2
0
9
人
（
全
体
の
1
2
.5
％
）

◆
待
機
児
童
の
発
生

東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
で

全
体
の
４
割
(R
5
と
同
様
）
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放
課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
2
0
2
5
（
令
和
6
年
1
2
月
）
概
要

趣 旨

➢
「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
「
放
課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
2
0
2
4
」
の
実
施
に
よ
り
、
受
け
皿
確
保
は
目
標
と
し
て
い
た
1
5
2
万
人
分
を
ほ
ぼ
達
成
（
1
5
1
.9
万
人
）
。

一
方
で
、
待
機
児
童
数
は
令
和
6
年
5
月
1
日
時
点
で
1
.8
万
人
と
、
令
和
５
年
度
の
同
時
期
（
1
.6
万
人
）
に
比
べ
て
増
加
。

➢
待
機
児
童
対
策
の
一
層
の
強
化
と
放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
確
保
に
向
け
、
こ
ど
も
家
庭
庁
と
文
部
科
学
省
が
連
携
し
、
予
算
・
運
用
等
の
両
面
か
ら
令
和
6
～
7
年
度
に
集
中

的
に
取
り
組
む
べ
き
対
策
と
し
て
充
実
を
図
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
改
訂
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
場
の
確
保

①
施
設
整
備
に
係
る
補
助
率
の
嵩
上
げ
【
R
6
補
正
】

②
学
校
（
校
舎
、
敷
地
）
内
に
お
け
る
整
備
推
進

③
学
校
外
に
お
け
る
整
備
推
進
（
補
助
引
き
上
げ
）

④
賃
貸
物
件
等
を
活
用
し
た
受
け
皿
整
備
の
推
進

（
補
助
引
き
上
げ
）

⑤
学
校
施
設
の
積
極
的
な
活
用

⑥
保
育
所
等
の
積
極
的
な
活
用

⑦
民
間
事
業
者
に
よ
る
参
入
支
援
【
R
6
補
正
】

⑧
ス
モ
ー
ル
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
事
業
所
整
備
の

周
知

２
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
人
材
の
確
保

①
常
勤
職
員
配
置
の
改
善

②
職
員
に
対
す
る
処
遇
改
善

③
職
員
の
確
保
支
援
【
R
6
補
正
】

④
平
日
夜
間
の
人
材
確
保
支
援
【
R
7
拡
充
】

⑤
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
等
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
た
人
材
確
保
支
援

⑥
IC
T
化
の
推
進
に
よ
る
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
【
R
6
補
正
】

⑦
育
成
支
援
の
周
辺
業
務
を
行
う
職
員
の
配
置
に
よ
る
業

務
負
担
軽
減

⑧
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
分
野
の
D
X
化
に
よ
る
職
員
の
業
務

負
担
軽
減
【
R
6
補
正
】

３
）
適
切
な
利
用
調
整
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）

①
正
確
な
待
機
児
童
数
把
握
の
推
進
、
待
機
児
童
の
詳
細
の
公
表

②
利
用
調
整
支
援
や
送
迎
支
援
の
拡
充
に
よ
る
待
機
児
童
と
空
き
定
員

の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進
等

（
１
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
待
機
児
童
の
解
消
策

（
２
）
全
て
の
こ
ど
も
が
放
課
後
を
安
全
・
安
心
に
過
ご
す
た
め
の
強
化
策

４
）
時
期
的
な
ニ
ー
ズ
等
へ
の
対
応

①
待
機
児
童
が
多
数
発
生
し
て
い
る
自
治
体
へ
の
支
援

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
放
課
後
児
童
対
策
の
推
進

２
）
放
課
後
児
童
対
策
に
従
事
す
る
職
員

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
の
確
保

①
常
勤
職
員
配
置
の
改
善
(再
掲
)

②
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支
援
体
制
の
構

築
等
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
支

援
（
再
掲
）

③
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
配
置

促
進
等
に
よ
る
地
域
学
校
協
働
活
動

の
充
実

１
）
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
供
教
室
の
校
内
交
流
型
・
連
携
型
の
推
進
【
R
7
拡
充
】

②
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
(モ
デ
ル
事
業
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
)【
一
部
R
6
補
正
、
R
7
拡
充
】

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
放
課
後
児
童
対
策
の
推
進
(一
部
再
掲
)

④
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
へ
の
対
応
【
一
部
R
6
補
正
】

⑤
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
へ
の
預
か
り
支
援
実
証
モ
デ
ル
事
業
【
R
6
補
正
】

⑥
朝
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
（
好
事
例
周
知
、
機
運
醸
成
等
）

⑦
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
災
害
時
の
放
課
後
等
に
お
け
る
こ
ど
も
へ
の
支
援

３
）
質
の
向
上
に
資
す
る
研
修
の
充
実
等

①
放
課
後
児
童
対
策
に
関
す
る
研
修
の
充
実

②
性
被
害
防
止
、
不
適
切
な
育
成
支
援
防
止
等

へ
の
取
組
【
一
部
R
6
補
正
】

③
事
故
防
止
へ
の
取
組

④
「
は
じ
め
の
1
0
0
か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
連
携
し

た
広
報

⑤
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
の
改
正

⑥
い
わ
ゆ
る
「
ス
キ
マ
バ
イ
ト
」
へ
の
対
応

①
夏
季
休
業
期
間
中
に
お
け
る
開
所
支
援
【
R
7
拡
充
】

②
年
度
前
半
の
開
所
支
援
の
あ
り
方
の
検
討

③
支
援
の
単
位
あ
た
り
の
児
童
数
の
考
え
方
の
検
討

５
）
自
治
体
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

仕
組
み
の
活
用
推
進

２
．
放
課
後
児
童
対
策
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

３
．
そ
の
他
留
意
事
項
に
つ
い
て

①
市
町
村
の
運
営
委
員
会
、
都
道
府
県
の
推
進
委
員
会
の
継
続
実
施

②
総
合
教
育
会
議
の
活
用
に
よ
る
総
合
的
な
放
課
後
児
童
対
策
の
検
討

（
１
）
市
町
村
、
都
道
府
県
に
お
け
る
役
割
・
推
進
体
制

①
放
課
後
児
童
対
策
に
関
す
る
二
省
庁
会
議
の
継
続
実
施

②
放
課
後
児
童
対
策
の
施
策
等
の
周
知

（
２
）
国
に
お
け
る
役
割
・
推
進
体
制

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
<
1
5
2
万
人
の
受
け
皿
整
備
を
進
め
、
で
き
る
限
り
早
期
に
待
機
児
童
解
消
へ
>

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
供
教
室
の
連
携
<
同
一
小
学
校
区
内
で
で
き
る
限
り
早
期
に
全
て
を
連
携
型
へ
>

③
学
校
施
設
を
活
用
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
<
新
規
開
設
に
あ
た
り
所
管
部
局
が
求
め
る
場
合
、
で
き
る
限
り
早
期
に
全
て
学
校
施
設
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
>

（
１
）
放
課
後
児
童
対
策
に
係
る
取
組
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

（
２
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
の
連
動
に
つ
い
て

（
３
）
こ
ど
も
・
子
育
て
当
事
者
の
意
見
反
映
に
つ
い
て

１
．
放
課
後
児
童
対
策
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
状
況
（
R
6
.５
.1
）
登
録
児
童
1
5
1
.9
万
人

待
機
児
童
1
.8
万
人

（
R
6
.1
0
.1
）
登
録
児
童
1
4
7
.1
万
人

待
機
児
童
0
.9
万
人

※
丸
数
字
の
下
線
は
、
主
な
新
規
・
加
筆
項
目
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質
の
向
上
・量
の
拡
充
を
総
合
的
に
推
進

［こ
ど
も
未
来
部
］

①
子
ど
も
・子
育
て
支
援
新
制
度

（H
2

7
.4
施
行
）

・放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
児
童
の
拡
大
（お
お
む
ね

10
歳
未
満

→
小
学
生
）

→
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ
量
が
増
加

・設
備
・運
営
の
基
準
に
つ
い
て
、
国
の
基
準
を
参
酌
し
、
市
町
村
が
条
例
で
規
定
（専
用
区
画
面
積
，
集
団
の
規
模
等
）

・
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
の
実
施
な
ど
、
従
事
者
の
確
保
・質
の
向
上
の
た
め
の
取
組
の
推
進

②
「
新
・放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
（H

3
0

.9
策
定
）

・放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
計
画
的
な
整
備
【2

0
2

3
年
度
ま
で
に
全
国
で
約

30
万
人
分
の
受
け
皿
を
整
備
】

・放
課
後
子
供
教
室
と
一
体
的
に
又
は
連
携
し
た
実
施
を
推
進

③
「
放
課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
（R

5
.1

2
通
知
）

・放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
皿
整
備
等
の
推
進

・全
て
の
子
ど
も
が
放
課
後
を
安
全
・安
心
に
過
ご
す
た
め
の
強
化
策

１
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
事
業

 
(国
・県

 各
1

/2
)

  放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・技
能
の
習
得
研
修
の
実
施
及
び
認
定
を
行
う
。

【全
国
一
律
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
実
施
】

②
放
課
後
児
童
支
援
員
等
資
質
向
上
研
修
事
業

 (国
・県

 各
1

/2
)

放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
資
の
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
す
る
。

（放
課
後
子
供
教
室
関
係
者
、
児
童
館
職
員
と
の
合
同
研
修
も
実
施
）

⑤
放
課
後
児
童
対
策
事
業

 (
国
・
県
・
市
町
村

 各
1

/3
)

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
安
定
的
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、

運
営
の
補
助
を
実
施
す
る
。

   
（
開
所
時
間
の
延
長
、

障
が
い
児
の
受
入
れ
体
制
整
備
、
職
員
の
処
遇
改
善
等
）

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業

（
4
2
,7
4
2
千
円
）

放
課
後
児
童
対
策
事
業

（
7
3
1
,8
3
6
千
円
）

２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
皿
確
保
に
向
け
た
取
組
み

Ｒ
７
実
施
予
定
：

１
９
市
町
村
１
９
６
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
補
助
金

（
2
5
,0
0
0
千
円
）

⑥
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
補
助
金

 (県
・
市
町
村

 各
1

/2
)

「小
１
の
壁
」を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
多
子
世
帯
等
に
お
け
る
経
済
的

  負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
無
料
化
に
取

   
り
組
む
市
町
村
に
対
し
補
助
を
行
う
。

Ｒ
７
実
施
予
定
：
１
３
市
町
村

【
令
和
７
年
度
予
算
額
8
0
4,
2
0
5千
円
（
当
初
）
】

担
当
：
こ
ど
も
家
庭
支
援
課

全
て
の
児
童
が
放
課
後
等
を
安
全
・安
心
に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
実
現
！

放
課
後
児
童
対
策
の
推
進

③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

(国
・県
・市
町
村

 各
1

/3
)

 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
を
支
援
、
放
課
後
子
供
教
室
と
の

 連
携
を
推
進
す
る
。

④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
【県
単
】(
県
・市
町
村

 各
1

/2
)

 国
庫
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模

(9
人
以
下

)な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
支
援
す
る
。

Ｒ
７
整
備
予
定
：

１
市
１
町

２
施
設

放
課
後
児
童
応
援
し
隊
事
業

（
4
,6
2
7
千
円
）

⑦
専
門
知
識
や
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
各
ク
ラ
ブ
へ
派
遣
し
、

   
 

助
言
を
行
う
こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、
質
の
向
上
を
図
る
。

   
 ま
た
、
放
課
後
の
多
様
な
体
験
活
動
等
の
機
会
を
創
出
す
る
た
め
「
サ
ポ
ー

   
タ
ー
」の
募
集
、
派
遣
を
行
う
。

   
   

   

④
「
放
課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
2
0
2
5
」
（

R
6

.1
2
通
知
）

・放
課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基
づ
く
取
組
を
進
め
る
中
で

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
課
題
を
踏
ま
え
、
新
た
な
取
組
を
追
加
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放課後児童クラブ応援アドバイザー派遣事業

○ステップ１

各放課後児童クラブが抱える共通課題等に関して、課題解決のヒントやきっかけを得る

こと、児童クラブ同士がつながることを目的とした「地区交流会」に、ファシリテーター

として、アドバイザー（２名程度）を派遣します。

＜地区交流会の区分け目安＞

・児童クラブ10～20カ所程度

・市町村単位もしくは近隣市町村と合同

・市内のクラブ数が多い場合は、

地区分けを行う。（徳島市・阿南市）

＜市町村担当課へのお願い＞

・地区交流会の開催

・県へのアドバイザー派遣要請

○ステップ２  ※ステップ２ アドバイザー派遣のみの利用も可。

希望する地区交流会、児童クラブ等に対し、アドバイザーを派遣し、課題解決に向けた

取組を進めます。

①人材活用・運営コース

・民間学童運営者による先進的取組の紹介・人材育成等に係る助言

・税理士による運営（会計）に係る助言

・社会保険労務士による労務管理（処遇改善）に係る助言 等

②こどもの処遇コース

アドバイザーを研修講師として活用

・課題に添った具体的な相談・きめ細やかな助言等も可能。

（アドバイザー例）

・遊び・レクリエーション

・発達障がいを持つこどもへの対応

・こどもや保護者への関わり方

・防災対策への助言

県では、放課後児童クラブ同士の交流の場づくりのサポートや様々

な課題に対して、豊富な経験と知識を有する専門家（放課後児童クラ

ブ応援アドバイザー）を派遣する取組を実施しています。

＜この事業に関するお問い合わせ＞

徳島県こども未来部こども家庭支援課ひとり親家庭・居場所づくり担当

TEL:０８８－６２１－２７３１ メール：kodomokateishienka@pref.tokushima.lg.jp

※アドバイザーの謝金は県が負担します。

※事業の詳細は、「放課後児童クラブ応援アドバイザー派遣事業実施要綱」を確認してください。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
強
化

担
当
：
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

施 策
背 景

■
地
域
の
教
育
力
の
低
下

■
家
庭
の
孤
立
化

■
子
供
を
取
り
巻
く
環
境
の
多
様
化

地
域
人
材
・
資
源
の

積
極
的
な
活
用

地
域
住
民

大
学
生

学
校

保
護
者

教
員
Ｏ
Ｂ

企
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
他

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
強
化
事
業

■
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
、
地
域
全
体
で
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
体
制
の

構
築
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
な
推
進
）

■
地
域
住
民
に
よ
る
放
課
後
や
週
末
等
の
教
育
活
動
の
充
実
や
学
校
の
様
々
な
教
育
活
動
支
援

【
補
助
要
件
】
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は

導
入
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
こ
と

●
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
を
配
置
す
る
こ
と

【
補
助
率
】
国
・
県
・
市
町
村
各
１
／
３

放
課
後
子
供
教
室

老
人

会
と

一
緒

に
 茶

道
教

室
絵

画
教

室
（

夏
休

み
）

放
課
後
等
に
お
け
る
多
様
な
学
び
や
体
験
活
動
の
実
施

○
学
習
支
援
（
宿
題
、
読
み
聞
か
せ
、
英
語
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
）

○
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
防
災
学
習
、
避
難
訓
練
、
芸
術
教
室
、
自
然
観
察
等
）

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
体
操
､ダ
ン
ス
､バ
ド
ミ
ン
ト
ン
､
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
等
）

【
令
和

７
年
度
要
求
額
5

3
,8

0
0
千
円
の
う
ち
4
0
,0
0
0
千
円
（
当
初
）
】

地
域
と
学
校
の

連
携
・
協
働

全
て
の
子
ど
も
が
放
課
後
を
安
全
・
安
心
に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・
活
動
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。
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徳島県放課後児童対策協議会
徳島県放課後児童クラブ対策推進部会設置要領（案）

（設置）
第１条 徳島県放課後児童対策協議会設置要綱第８条の規定に基づき、徳島
県放課後児童クラブ対策推進部会（以下「部会」という。）を置く。

（役割）
第２条 部会は、放課後児童クラブにおける人材の確保や場の確保を行うた
めの手法に関することについて検討を行う。

（構成員）
第３条 部会は、次の各号に掲げる者（以下「部会員」という）により構成
する。
（１）別表一に掲げる者
（２）放課後児童クラブを設置する各市町村の「放課後児童クラブ」担当課
（別表二）の職員

（部会長）
第４条 部会に、部会長１名を置き、徳島県放課後児童対策協議会の委員長
がこれに当たる。
２ 部会長は、部会を代表し、会務を総理する。
３ 部会長に事故があるときは、部会員のうちから部会長があらかじめ指名
する者がその職務を代理する。

（部会）
第５条 部会は、必要に応じて部会長が招集する。
２ 部会の議長は、部会長がこれに当たる。
３ 部会長は、部会の運営上必要な場合は、部会員以外の者を部会に出席さ
せて、説明を求めたり、意見を聞くことができる。

（事務局）
第６条 部会は事務局を設置し、事務局は徳島県こども未来部こども家庭支
援課及び徳島県教育委員会生涯学習課に置く。
２ 事務局には、事務局長及び事務を補佐する者を若干名置き、事務を処理
する。
３ 事務局長には、こども家庭支援課長をもって充てる。

（委任）
第７条 この要領に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部
会長が別に定める。

附 則
この要綱は、令和７年 月 日から施行する。
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別表一 （五十音順）

氏名 所属等 備考

阿部　知彦 徳島県ＰＴＡ連合会監事

岡山　千賀子 徳島文理大学人間生活学部児童学科教授

中村　桂子 山瀬学童保育所のびのびクラブ

西中　康 徳島県学童保育連絡協議会会長

別表二

備考

徳島市子育て支援課

鳴門市子育て支援課

小松島市こども保育課

阿南市生涯学習課

吉野川市こども未来課

阿波市子育て支援課

美馬市子どもすこやか課

三好市子育て支援課

勝浦町福祉課

上勝町住民課

佐那河内村健康福祉課

石井町社会教育課

神山町健康福祉課

松茂町福祉課

北島町子育て支援課

藍住町福祉課

上板町民生児童課

つるぎ町生涯学習課

東みよし町福祉課

所属

15



～
令
和
６
年
度

徳
島
県
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
対
策
推
進
部
会

徳
島
県
放
課
後
児
童

対
策
協
議
会

●
目
的
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
「
人
材
の

確
保
」
や
「
場
の
確
保
」
を
行
う
た
め
の
手

法
を
検
討
す
る
。

●
委
員
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
市
町
村
担
当
者

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
関
係
者

有
識
者

PT
A関
係
者

●
内
容
県
内
の
現
状
や
課
題
の
共
有

課
題
を
解
決
し
た
先
進
事
例
の
共
有

●
目
的
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課
後

子
供
教
室
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
こ
ど
も
が
施
設
で
安
全
・

安
心
に
過
ご
す
た
め
の
取
組
を
推
進

す
る
。

●
委
員
行
政
関
係
者

学
校
関
係
者

PT
A関
係
者

社
会
教
育
関
係
者

児
童
福
祉
関
係
者

学
識
経
験
者

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
関
係
者

放
課
後
子
供
教
室
関
係
者

●
内
容
放
課
後
児
童
対
策
事
業
実
績

放
課
後
児
童
対
策
事
業
計
画

令
和
７
年
度
～

NE
W

徳
島
県
放
課
後
子
ど
も
・

総
合
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会

令
和
７
年
度
以
降
の
本
委
員
会
の
方
向
性
に
つ
い
て

●
目
的
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課
後

子
供
教
室
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と

と
も
に
そ
の
連
携
・
推
進
を
図
る
。

●
委
員
行
政
関
係
者

学
校
関
係
者

PT
A関
係
者

社
会
教
育
関
係
者

児
童
福
祉
関
係
者

学
識
経
験
者

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
関
係
者

放
課
後
子
供
教
室
関
係
者

●
内
容
放
課
後
児
童
対
策
事
業
実
績

放
課
後
児
童
対
策
事
業
計
画
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